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「生活」は「未来」に合流

（11月20日付『毎日新聞』）

政党名 ゼ ロの 時期 原発ゼロの目途 原発再稼働 核燃料サイクル その他

共 産 2012 即時ゼロに 停 止 撤退 原発輸出禁止

社 民 2012 直ちにゼロに
(順次廃炉)

停 止 撤退 原発輸出禁止

未 来 2022
卒原発
(新増設禁止) 容 認

もんじゅと
再処理工場廃止 発送電分離

みんな 20年代
20年代の原発ゼロ
(新設禁止)

容 認
(40年で廃炉) 廃止

電力自由化
発送配電分離

民 主 30年代
30年代にゼロを可能
とするよう努力＊１ 推 進

推進（あり方を
見直す） 原発輸出推進

維 新 30年代
30年代にﾌｪｰﾄﾞｱｳﾄ
（石原氏は否定＊２） 容 認 研究継続

原発輸出は
研究継続

公 明 ？
可能な限り早く
新規着工認めず

容 認
(40年で廃炉)

見直し検討
もんじゅ廃止

自 民 10年以内に結論
新増設を否定しない

推 進
(３ 年以内に結論 ) 推進 原発輸出推進

すぐに 共産 社民

そのうち 未来 みんな 民主 維新 公明

検 討 自民

継 続

原発ゼロへの各党などの態度

ＴＰＰへの各党などの態度

共 産 交渉参加に反対、｢食料主権｣保護
の貿易ルールめざす

社 民 交渉参加に反対
日豪ＥＰＡ反対

未 来 交渉参加反対

自 民 ｢聖域なき関税撤廃｣前提なら反対
（安倍総裁は参加に前向き）

公 明 ｢十分な国民的議論ができてない｣
と判断先送り

民 主 野田首相は推進
（党内に異論あり）

維 新 交渉参加
（国益に反する場合は反対）

みんな 交渉参加（成長戦略の１つ）

反対 共産 社民 未来

交渉参加 維新 民主 自民 公明

推進 みんな

ＴＰＰは、「例外なき関税撤廃(非関税障壁も)」が大原則。
交渉内容は、条約締結後もすぐには公表されず、国民はその内容を事前に知ることは
できない。アメリカは最重要課題と位置づけており、オバマ大統領は「ＴＰＰで５年間

で輸出を倍増させる」と議会で言明。今まで、アメリカにノーと言ったことのない日本
が「国益にかなわない」からと言って、交渉途中で抜けることなどできるのでしょうか？

継続 民主 未来 共産 社民

廃止 自民

不明 維新 みんな 公明

高校授業料無償化への各党の態度

給付型創設 自民 公明 共産 みんな 社民

現状維持 民主

不明 未来 維新

高校・大学奨学金への各党の態度

３５人学級 民主 共産 社民（30人）

現状維持 自民 公明

不明 未来 維新 みんな

少人数学級への各党の態度

【自由民主党】
○「いじめ防止対策基本法」制定

○今すぐできる対策（いじめと犯罪をはっきり区別、道

徳教育の徹底、出席停止処分など）

○首長が議会の同意を得て任命する常勤の教育長を教委
の責任者とするなど、教育委員会制度を抜本的に改革

○公教育の最終責任者たる国が責任を果たせるよう改革

【日本未来の党】

○いじめ撲滅に向け小・中学生

への「心の教育」を実施する。

【公明党】
○小中学校にｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰや児童

支援専任教諭を常時配置。

【社会民主党】

○イジメを許さず、共に学び、
共に生きる、ゆとりのある学

校を実現。

【民主党】

○いじめ防止のための措置につ
いて法制化をすすめる。

【みんなの党】

○現役、教員志望者にいじめ問題に関する研修を充実。

また、保護者にも講習を実施する。

○児童・生徒に対して無記名アンケート等を実施する等
して、いじめを隠ぺいさせず、早期発見と解決につな

がる方策を講じる。

○ｽｸー ﾙｶｳﾝｾﾗｰを全校配置、弁護士による相談窓口設置

【日本共産党】
（11/28 提案『「いじめ」のない学校と社会を』発表）

○教員の「多忙化」の解消、３５人学級の完成、養護教

諭・カウンセラーの増員、「いじめ」問題の研修
○「いじめ防止センター」（仮称）の設立

○子どもたちに対等な人間関係を築く力を育てる。

○子どもたちに過度のストレスを与えている競争と管理

教育から、人間を大切にする教育と社会へ変える。

【日本維新の会】

○「維新八策」で、教育委員会
制度の廃止や、生徒の学校選

択の保障をあげている。

12月16日投開票で、総選挙が始まりました。３年前の

総選挙で、多くの国民は、小泉政権以来の自公構造改革路

線にノーを突きつけ、構造改革路線を批判した民主党が圧

勝しました。しかし、3代目の野田政権は自公政権とほと

んど同じになってしましました。さらに、民主党との違い

を出そうとした自民党は、急激に右旋回しています。

いま１２もの政党があり、人々からは「どこがどういう

政策なのかわからない」の声が聞こえます。一方マスメディ

アは、民主、自公、「第３極」の報道に終始しています。

そこで、新聞や政党のHPなどから、各政党の政策を整

理しました。ぜひこの『滋高教』をもとに、職場で総選挙

を話題にし、自分たちの願いを実現してくれる政党はどこ

なのかを語りあいましょう。そして、投票によって、子ど

もと日本の将来に展望の持てる政治に変えましょう。

１２月１６日投票 衆議院総選挙

＊１ 財界と米国の反発を受け「３０年代に稼働ゼロ」の閣議決定は見送った
＊２ 「それは違う公約を直させた」と11党首討論会で発言

職場で総選挙を話題に、

政治を語りあいましょう。

投票が政治を決めます。

みんなで投票に行きましょう。


